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1. 序論 

近年の急激な情報化の進展に伴う情報量増大に伴

い，それを保持するストレージの大容量化や，大容量

高速転送の実現が求められている．そのような背景の

中，ホログラフィックメモリは次世代光メモリとして

期待されている．本研究では記録容量の増大を目的と

し，おもに通信の分野で用いられる位相分割多重と，

ホログラフィックメモリにおける角度多重を組み合わ

せ，これまでは空間位相変調を用いて高密度化を検討

してきたが[1]，本研究では位相変調分割多重方式の検

討を行う． 

2. 位相変調分割多重方式 

通常，角度多重では図１のように，前の角度での再生

効率の最も低くなる部分で，次の角度での再生効率の

ピークがくるようにする必要がある．本研究では，こ 

 

図１ Angular multiplexing of holographic recording 

の角度刻みを小さくする方法を検討する． 

SLM の画素数を𝑀×𝑁，画素(𝑚, 𝑛)の中心位置を

(𝑥𝑚, 𝑦𝑛)とすれば，撮像面における再生信号波は， 
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∙ pix(𝑥 − 𝑥𝑚 , 𝑙 − 𝑙′)pix(𝑦 − 𝑦𝑛 , 𝑙 − 𝑙′) (1) 

という形で表現される．ここで，𝑙は𝑙 回目の記録を表

し，𝑙′は𝑙′回目の再生を表す．また，pix は画素の広がりを

表す関数であり，𝑙 − 𝑙′ = 0のとき大きな値となる．時分割

多重は可変リターダで位相を変化させるが，位相値と

して，𝑙𝜋/2の位相値を用いると，exp(i𝜙𝑙,𝑚,𝑛)の値は，1，

𝑖，−1，−iのいずれかの値をとる．実数値と虚数値は分

離ができ，正負の値も見分けがつくので，記録のタイ

ミングが異なるページ間の重なりが許容される．ただ

し，1と−1，𝑖と−𝑖は同時に記録すると打ち消し合って

しまうから，これらは異なる角度で記録すればよい． 

  以上で述べた角度多重と位相分割多重を組み合わせ

た位相変調分割多重の概念図を図２に示す．このよう 

 

図２ Proposed multiplexing method 

に，角度刻みを従来の 1/4 にすることができるので，

記録密度が 4 倍になることが期待できる．この原理

は，これまでに提案している空間位相変調方式に基づ

くものであるが，今後は実験による原理検証を行う予

定である． 
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